






















































た「人間と市民の権利の宣言」（原題：Déclaration des Droits de l’Homme et du Citoyen, 1789
年）において「人間」と「市民」が、男性名詞のみで示されていることに抗議し、「女性と女
市民の権利宣言」（原題：Déclaration des droits de la femme et de la citoyenne, 1791年）を発表
した。またエリザベス・ケディ・スタントンとルクレシア・モットは、「アメリカ独立宣言」
（原題：The Declaration of Independence, 1776年）において「すべての人間が生まれながらに
平等である」ことが示されているが、人間の範疇に女性が含まれていないとして、「すべての
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